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≪平成２９年度全国学力・学習状況調査の概要≫ 

 
○目 的    ・義務教育の機会均等と水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の 

学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、改善 
を図る。 

            ・学校における児童生徒への教育指導の充実や、学習状況の改善等に役立 
てる。 

            ・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確 

立する。 
 

○調査期日 平成２９年４月１８日（火） 
 

○調査方式 悉皆調査 
 
○実施学校数・児童生徒数（山口県） 
      【小学校６年】公立小学校２８２校、特別支援学校３校 10,815 人 
      【中学校３年】公立中学校１４４校、中等教育学校１校、 
              特別支援学校  ４校                    11,064 人 
 
○調査内容  ①教科に関する調査（国語、算数・数学） 
         ・問題Ａ：主として「知識」に関する問題 
        ・問題Ｂ：主として「活用」に関する問題 
             ②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

               ・児童生徒に対する調査（児童生徒質問紙） 
               ・学校に対する調査（学校質問紙） 



平成２９年度全国学力・学習状況調査結果について 

 
１ 教科に関する結果 
（１） 全体の結果 
 
 
 
 
 
（２）各教科の結果 
 ①全国の平均正答数、平均正答率との比較 
  ※ 平成 29 年度から、都道府県等における各区分の平均正答率は整数値で提供された

ため、全国平均との差を範囲で示している。 
 
    【小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 

 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全 国 山口県 全 国 

国語Ａ 11.4／15 11.2／15 76 74.8 

国語Ｂ  5.2／ 9  5.2／ 9 58 57.5 

算数Ａ 11.8／15 11.8／15 79 78.6 

算数Ｂ  5.0／11  5.1／11 45 45.9 

 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全 国 山口県 全 国 

国語Ａ 25.4／32 24.8／32 79 77.4 

国語Ｂ  6.6／ 9  6.5／ 9 73 72.2 

数学Ａ 23.9／36 23.3／36 66 64.6 

数学Ｂ  7.4／15  7.2／15 49 48.1 

○小学校では、区分によって差はあるものの、概ね全国平均と同程度である。 

○中学校では、全ての区分で全国平均を上回っている。 



〔参考〕全国の平均正答率との経年変化（平成１９年度から平成２８年度） 
 

※ 各区分の平均正答率が整数値で提供され、全国平均正答率との差をこれまでと同様の方法で算出で

きないため、平成１９年度から平成２８年度までの経年変化を参考資料として掲載している。 

 
【小学校】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【中学校】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔参考〕過去の調査での平均正答数と平均正答率 
 
【平成２８年度】 

 

小学校 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全  国 山口県 全  国 
国語Ａ 11.2 / 15 10.9 / 15 74.6 72.9 
国語Ｂ  5.9 / 10  5.8 / 10 58.7 57.8 
算数Ａ 12.5 / 16 12.4 / 16 78.4 77.6 
算数Ｂ  6.3 / 13  6.1 / 13 48.1 47.2 

中学校 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全  国 山口県 全  国 
国語Ａ 25.4 / 33 25.0 / 33 76.9 75.6 
国語Ｂ 6.1 / 9 6.0 / 9 68.2 66.5 
数学Ａ 22.9 / 36 22.4 / 36 63.6 62.2 
数学Ｂ  6.8 / 15  6.6 / 15 45.0 44.1 

全国平均 

全国平均 



【平成２７年度】 

 

 
【平成２６年度】 

 

 
【平成２５年度】 

 

※平成２７年度は理科を実施 

小学校 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全  国 山口県 全  国 
国語Ａ 10.1 / 14 9.8 / 14 72.1 70.0 
国語Ｂ 6.1 / 9 5.9 / 9 67.5 65.4 
算数Ａ 12.3 / 16 12.0 / 16 77.1 75.2 
算数Ｂ  6.0 / 13  5.9 / 13 46.4 45.0 
理  科 15.0 / 24 14.6 / 24 62.7 60.8 

中学校 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全  国 山口県 全  国 
国語Ａ 25.2 / 33 25.0 / 33 76.4 75.8 
国語Ｂ 6.0 / 9 5.9 / 9 66.3 65.8 
数学Ａ 23.5 / 36 23.2 / 36 65.3 64.4 
数学Ｂ  6.4 / 15  6.2 / 15 42.4 41.6 
理  科 13.3 / 25 13.3 / 25 53.0 53.0 

小学校 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全  国 山口県 全  国 
国語Ａ 11.0 / 15 10.9 / 15 73.6 72.9 
国語Ｂ  5.8 / 10  5.5 / 10 57.8 55.5 
算数Ａ 13.5 / 17 13.3 / 17 79.5 78.1 
算数Ｂ  7.6 / 13  7.6 / 13 58.6 58.2 

中学校 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全  国 山口県 全  国 
国語Ａ 25.8 / 32 25.4 / 32 80.7 79.4 
国語Ｂ 4.7 / 9 4.6 / 9 52.4 51.0 
数学Ａ 25.3 / 36 24.3 / 36 70.3 67.4 
数学Ｂ  9.4 / 15  9.0 / 15 62.6 59.8 

小学校 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全  国 山口県 全  国 
国語Ａ 11.6 / 18 11.3 / 18 64.3 62.7 
国語Ｂ  5.0 / 10  4.9 / 10 50.2 49.4 
算数Ａ 14.8 / 19 14.7 / 19 77.9 77.2 
算数Ｂ  7.8 / 13  7.6 / 13 59.9 58.4 

中学校 
平均正答数（問） 平均正答率（％） 

山口県 全  国 山口県 全  国 
国語Ａ 24.7 / 32 24.4 / 32 77.3 76.4 
国語Ｂ 6.1 / 9 6.1 / 9 68.3 67.4 

数学Ａ 23.6 / 36 22.9 / 36 65.5 63.7 

数学Ｂ  7.1 / 16  6.6 / 16 44.2 41.5 



②領域別平均正答率の全国との比較【小学校】
 ［国語］

［国語Ａ：主として「知識」に関する問題］
領  域 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

話すこと･聞くこと -0.5 -1.5 0.9 0.0 0.7 1.1 1.8 3.0 0.7 1.1
書くこと -0.7 -2.1 0.6 0.0 2.3 1.2 2.2 1.3 2.3 6.1
読むこと -1.2 -5.3 -1.3 0.7 -0.2 1.7 -0.6 1.3 0.9 1.5
言語事項 -1.0 -2.0 -2.1 0.5 0.6 1.8 0.8 2.4 1.9 0.4

［国語Ｂ：主として「活用」に関する問題］
領  域 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

話すこと･聞くこと -1.9 -2.8 0.1 1.2 0.6 1.6 1.0 2.4 0.7
書くこと -3.2 -3.0 -1.6 0.7 2.2 1.3 4.5 2.5 0.8 0.9
読むこと -2.7 -3.2 -2.1 1.7 -0.4 0.1 2.9 2.4 0.4 0.3
言語事項 -2.3 0.0 0.1 0.3 1.0

※ 言語事項とは、古典、文法、漢字・ローマ字、書写等に関する内容。平成２４年度から
は「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」。

  国語Ａ・Ｂともに、全ての領域で全国平均を上回っている。国語Ａの「書

くこと」には成果が見られるものの、国語Ａの「言語事項」と国語Ｂの「話

すこと・聞くこと」、「読むこと」では、全国平均との差が小さくなってい

る。 
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 ［算数］

［算数Ａ：主として「知識」に関する問題］
領  域 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

数と計算 -1.5 -2.9 0.9 -1.2 0.2 1.0 0.8 2.3 2.1 1.0
量と測定 -2.6 -3.2 0.9 0.9 -1.3 1.6 1.0 4.2 -1.8 -2.1

図形 -3.6 -4.6 -1.6 -0.5 -0.9 -1.0 1.7 -0.2 0.8 1.3
数量関係 0.6 -1.7 -2.7 1.4 3.6 0.8 2.7 1.2 -2.1 0.5

［算数Ｂ：主として「活用」に関する問題］
領  域 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

数と計算 2.7 -1.9 -1.7 -1.9 -0.6 2.7 0.6 1.9 0.5 -0.3
量と測定 -2.7 -5.0 -2.8 8.2 -0.4 1.2 0.7 0.3 1.1 2.9

図形 -1.2 -4.2 -1.2 1.5 -0.3 -0.5 -2.2 0.6 ±0 -2.9
数量関係 -0.7 -2.4 -2.1 0.7 -1.9 1.4 1.1 2.2 0.6 -0.4
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算数Ａ（知識） 
数と計算 量と測定 図形 数量関係 
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算数Ｂ（活用） 
数と計算 量と測定 図形 数量関係 

全国平均 

全国平均 

  算数Ａでは、「数と計算」「図形」「数量関係」の領域は全国平均を上回ってい

るが、「量と測定」の領域で全国平均を下回っている。算数Ｂでは、「量と測定」

が全国平均を上回っているものの、その他の領域は全国平均を下回っており、特に

「図形」では全国との差が大きい。 



③領域別平均正答率の全国との比較【中学校】
 ［国語］

［国語Ａ：主として「知識」に関する問題］
領  域 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

話すこと･聞くこと 0.8 0.8 1.1 0.7 2.1 1.3 1.3 0.8 1.9 2.1
書くこと 4.8 -0.8 1.0 0.9 0.8 2.7 1.8 0.7 2.9 1.7
読むこと 0.2 -0.2 0.9 0.8 0.7 0.8 0.9 0.8 0.6 1.6
言語事項 0.5 0.9 1.1 0.3 -0.3 0.6 1.2 0.4 0.9 2.0

［国語Ｂ：主として「活用」に関する問題］
領  域 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

話すこと･聞くこと 1.6 1.0 0.6 1.2 1.7
書くこと 0.9 -0.4 2.8 1.9 1.4 1.5 2.1 -0.1 1.8 1.1
読むこと 1.2 -0.1 1.8 1.7 0.8 0.8 1.4 0.1 1.7 1.4
言語事項 0.0 -1.5 1.5 1.9 1.3

※ 言語事項とは、古典、文法、漢字・ローマ字、書写等に関する内容。平成２５年度から
は「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」。
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国語Ａ（知識） 
話すこと･聞くこと 書くこと 読むこと 言語事項 

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 

国語Ｂ（活用） 
話すこと･聞くこと 書くこと 読むこと 言語事項 

全国平均 

全国平均 

  国語Ａ・Ｂともに、全ての領域で全国平均を上回っている。国語Ａの「書くこ

と」は、全国平均との差が小さくなっているものの、他の領域はいずれも全国平均

との差が大きくなっている。国語Ｂの「書くこと」「読むこと」は、全国との差が

小さくなっている。 



 ［数学］

［数学Ａ：主として「知識」に関する問題］
領  域 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29
数と式 0.9 0.8 1.6 1.3 1.0 1.1 3.2 1.0 1.3 2.2
図形 0.9 0.5 0.7 1.0 1.6 3.0 1.9 1.2 1.6 1.0

1.8 3.2 0.2 1.4 1.8
0.7 4.8 1.1 0.9 3.1

［数学Ｂ：主として「活用」に関する問題］
領  域 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29
数と式 2.8 1.2 1.9 2.0 2.3 5.6 4.7 1.7 1.0 2.0
図形 3.2 1.0 1.4 1.9 1.0 0.1 1.6 1.2 0.3 0.8

1.2 2.6  ±0 0.7 -0.5
2.3 3.5 -0.4 2.4 3.6

※ 「数量関係」の領域は、平成25年度から「関数」と「資料の活用」の２領域に分けられ
ている。

数量関係

1.7

2.2 -0.6 1.7 2.6 1.9
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数学Ｂ（活用） 
数と式 図形 数量関係 関数 資料の活用 
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数学Ａ（知識） 
数と式 図形 数量関係 関数 資料の活用 

全国平均 

全国平均 

  数学Ａでは、全ての領域で全国平均を上回っている。数学Ａの「図形」は、全

国平均との差が小さくなっているものの、その他の領域については全国平均との

差が大きくなっている。数学Ｂでは、「関数」が下回っているものの、その他の

領域については全国平均を上回っており、全国平均との差が大きくなっている。 



④正答数ごとの分布 

【小学校 国語】 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 

［国語Ａ］（知識）            ［国語Ｂ］（活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）平成２８年度 

［国語Ａ］（知識）            ［国語Ｂ］（活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●   国語Ａについては、全国と比べ正答数の多い児童の割合が高い。 

●   国語Ｂについては、ほぼ全国と同様の分布状況にあるが、全国と比べ正答数の多

い児童の割合がやや高く、正答数の少ない児童の割合がやや低い。 

〔グラフについて〕 

横軸は児童が正答した問題数、縦軸は正答数ごとの児童の割合（％）を示している。 

 

 
凡例       山口県 

全 国 
特徴的な部分 

全国平均正答数 全国平均正答数 

全国平均正答数 全国平均正答数 



【小学校 算数】 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 

［算数Ａ］（知識）            ［算数Ｂ］（活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）平成２８年度 

［算数Ａ］（知識）            ［算数Ｂ］（活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●  算数Ａについては、ほぼ全国と同様の分布状況にあるが、全国と比べ全問正答

の児童の割合がやや低い。 

●  算数Ｂについては、ほぼ全国と同様の分布状況にあるが、全国と比べ正答数の

多い児童の割合がやや低い。 

全国平均正答数 全国平均正答数 

〔グラフについて〕 

横軸は児童が正答した問題数、縦軸は正答数ごとの児童の割合（％）を示している。 

 

 
凡例       山口県 

全 国 
特徴的な部分 

全国平均正答数 

全国平均正答数 



【中学校 国語】 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 

［国語Ａ］（知識）            ［国語Ｂ］（活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）平成２８年度 

［国語Ａ］（知識）            ［国語Ｂ］（活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●  国語Ａについては、全国と比べ正答数の多い生徒の割合が高く、正答数の少な

い生徒の割合が低い。 

●  国語Ｂについては、全国と比べ正答数の多い生徒の割合がやや高く、正答数の

少ない生徒の割合がやや低い。 

全国平均正答数 全国平均正答数 

〔グラフについて〕 

横軸は生徒が正答した問題数、縦軸は正答数ごとの生徒の割合（％）を示している。 

 

 
凡例       山口県 

全 国 
特徴的な部分 

全国平均正答数 全国平均正答数 



【中学校 数学】 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 

［数学Ａ］（知識）            ［数学Ｂ］（活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）平成２８年度 

［数学Ａ］（知識）            ［数学Ｂ］（活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●  数学Ａについては、全国と比べ正答数の多い生徒の割合が高く、正答数の少ない

生徒の割合が低い。 

●  数学Ｂについては、ほぼ全国と同様の分布状況にあるが、全国と比べ正答数の多

い生徒の割合がやや高く、正答数の少ない生徒の割合がやや低い。 

全国平均正答数 

〔グラフについて〕 

横軸は生徒が正答した問題数、縦軸は正答数ごとの生徒の割合（％）を示している。 

 

 特徴的な部分 

全国平均正答数 

凡例       山口県 

全 国 

全国平均正答数 全国平均正答数 



⑤各教科ごとの結果 

 

 ア 小学校国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 小学校算数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウ 中学校国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エ 中学校数学 

 

 

 

 

 

 

 

○算数Ａについては、平均正答率が 79％であり、全国平均と同程度であるが、知識・

技能の定着にやや課題が見られる。 

○算数Ｂについては、平均正答率が 45％で、全国平均を下回っており、知識・技能の

活用に課題が見られる。 

○国語Ａについては、平均正答率が 79％であり、全国平均を上回っているものの、知

識・技能の定着にやや課題が見られる。 

○国語Ｂについては、平均正答率が 73％であり、全国平均を上回っているものの、知

識･技能の活用にやや課題が見られる。 

○数学Ａについては、平均正答率が 66％であり、全国平均を上回っているものの、知

識・技能の定着に課題が見られる。 

○数学Ｂについては、平均正答率が 49％であり、全国平均を上回っているものの、知

識・技能の活用に課題が見られる。 

○国語Ａについては、平均正答率が 76％であり、全国平均を上回っているものの、知

識・技能の定着にやや課題が見られる。 

○国語Ｂについては、平均正答率が 58％であり、全国平均と同程度であるが、知識･技

能の活用に課題が見られる。 



（３）－① 具体的な問題と解答状況 －小学校国語－ 

 ○相当数の児童ができている点 

 【小学校  国語Ａ】 

 

 

５ア・イ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
正答率 

ア イ 

山口県 90.7％ 85.1％ 

全 国 90.0％ 83.6％ 

○ 第５学年までに学習した漢字を読むことについて、正答率が高い。 

【正答】７ (3) きげん 

(4)  じむしつ 

(6)  しじ 

 
正答率 

(3) (4) (6) 

山口県 95.0％ 90.8％ 95.0％ 

全 国 94.5％ 88.8％ 94.5％ 

 

【正答】５ア   ３ 

     イ   ２ 

○ ことわざの意味を理解して、自分の表現に用いることについて、正答率が高い。 

７ (3)・(4)・(6) 



●課題のある点 

 【小学校  国語Ｂ】 

 

 

２ 三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜条件＞ 

 ○ 水やりが大変な理由を【アドバイス】から二つ取り上げて書くこと。 

 ○ 【緑のカーテン作りへの協力のお願い】にふさわしい表現で書くこと。 

 ○ 書き出しの言葉に続けて、三十字以上、六十字以内にまとめて書くこと。なお、書き出しの

言葉は字数にふくむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 35.3％ 

全 国 33.0％ 

● 目的や意図に応じ、必要な内容を整理して書くことについて、課題が見られる。 

【正答例】  

毎朝水をやらないといけないし、大

きな緑のカーテンを作るために、たく

さんの植木ばちに水をやる必要がある

からです。（６０字） 

【正答】 ｒｉｎｇｏ 

 正答率 

山口県 57.6％ 

全 国 53.2％ 

 



 

 

 

 

３ 二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 29.6％ 

全 国 28.0％ 

● 自分の考えを広げたり深めたりするための発言の意図を捉えることについて、

課題が見られる。 

【正答】３ 二 

 アに１、イに４と解答しているもの 

二 【話し合いの様子の一部】の中の    部ア・イの発言は、この話し合いの中で、それぞ

れどのような意図がありますか。最も適切なものを、次の１から４までの中からそれぞれ一つ

選んで、その番号を書きましょう。 

 

 １ 考えのもととなる文章中の表現を明らかにしようとしている。 

 ２ 言葉の意味が理解できず、その意味を知ろうとしている。 

 ３ 今まで出ていない考えを引き出そうとしている。 

 ４ 自分の理解が正しいかどうかを相手に確かめようとしている。 

（
あ
ま
ん
き
み
こ
「
き
つ
ね
の
写
真
」
に
よ
る
。） 



（３）－② 具体的な問題と解答状況 －小学校算数－ 

 ○相当数の児童ができている点 

【小学校 算数Ａ】 

 

 

 

１ (1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校 算数Ｂ】 

 

 

 

１ (2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 具体的な問題場面において、乗法で表すことができる二つの数量の関係を理解

することについて、正答率が高い。 

【正答】１ (1) ２ｍ買ったとき １２０円 

        ３ｍ買ったとき １８０円 

○ 示された考えを解釈し、数を変更した場合も同じ関係が成り立つことを、図

に表現することについて、正答率が高い。 

【正答】１ (2) 下のように 54 の⑩と 45 の

①を囲んでいるもの 

 

 正答率 

山口県 96.9％ 

全 国 96.9％ 

 

 正答率 

山口県 81.7％ 

全 国 81.8％ 

 



●課題のある点 

【小学校 算数Ｂ】 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 直線の数とその間の関係に着目して、示された方法を問題場面に適用すること

について、課題が見られる。 

【正答】２（2） 上から５本目と９本目 

 正答率 

山口県 24.7％ 

全 国 27.4％ 

 



【小学校 算数Ｂ】 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 身近なものに置き換えた基準量と割合を基に、比較量に近いものを判断し、そ

の判断の理由を言葉や式を用いて記述することについて、課題が見られる。 

【正答】５(2) 

番号） １ 

例）最大の満月の直径は 20×1.14＝22.8 で，22.8mm です。 

100 円玉の直径との差は 22.8－22.6＝0.2 で，0.2mm です。 

500 円玉の直径との差は 26.5－22.8＝3.7 で，3.7mm です。 

100 円玉の直径との差のほうが小さいので，100 円玉のほうが近いです。 

 正答率 

山口県 10.3％ 

全 国 13.2％ 

 



（３）－③ 具体的な問題と解答状況 －中学校国語－ 

○相当数の生徒ができている点 

 【中学校  国語Ａ】 

 

 

９ 二 次の１から３までの文中の   線部の漢字の正しい読みをひらがなでていねいに書きな

さい。 

 

  １ 覚悟を決める。 

 

 

 

 【中学校 国語Ｂ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２一 石井さんが〈実演〉二回目と〈実演〉三回目を行った意図として最も適切なものを、次の１

から４までの中から一つ選びなさい。 

  １ 技が成功する実演と失敗する実演の動きの違いに気付いてもらうため。 

  ２ それぞれのコツの説明を実演と照らし合わせて理解してもらうため。 

  ３ 説明した内容に含まれていないコツを実演によって知ってもらうため。 

  ４ 易しい技と難しい技を実演することで興味をもってもらうため。 

 

 正答率 

山口県 99.0％ 

全 国 98.7％ 

 正答率 

山口県 86.3％ 

全 国 85.4％ 

○ 文脈に即して漢字を正しく読むことについて、正答率が高い。 

【正答】９ 二１  かくご 

○ 目的に応じて資料を効果的に活用して話すことについて、正答率が高い。 

【正答】２ 一  ２ 



●課題のある点 

 【中学校  国語Ａ】 

 

 

 

９ 五  次は、校内でのあいさつを活発にするための取り組みについての【話し合いの記録】で

す。「活動内容案」の「２」については、今回は結論が出なかったので、あとでもう一度

話し合うことになりました。   に当てはまる言葉を、漢字三字以内で書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【中学校  国語Ｂ】 

 

 

１ 三  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 

山口県 36.9％ 

全 国 35.8％ 

 正答率 

山口県 33.3％ 

全 国 36.4％ 

 正答率 

山口県 42.7％ 

全 国 41.4％ 

● 事象や行為などを表す多様な語句について理解することについて、課題が見られ

る。 

【正答例】 

９ 五 再検討 

    保留 

● 表現の仕方について捉え、自分の考えを書くことについて、課題が見られる。 

【正答例】１ 三 

＜心に残った一文＞ 

皿が笑っている。 

＜感想＞ 

 皿が雨に濡れてとても美しく見える様子。

「皿が美しい」と比喩を用いずに表現するよ

りも、皿の美しさが鮮明に伝わる。 

 



（３）－④ 具体的な問題と解答状況 －中学校数学－ 

○相当数の生徒ができている点 

【中学校 数学Ａ】 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校 数学Ｂ】 

 

 

 

３ (1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正答】１ (4) －２ 

○ 実生活の場面において、ある数量が正の数と負の数で表されることを理解す

ることについて、正答率が高い。 

○ 与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることについて、正

答率が高い。 

【正答】３ (1) 点Ｅ 

 正答率 

山口県 92.7％ 

全 国 89.4％ 

 

 正答率 

山口県 91.7％ 

全 国 90.8％ 

 



●課題のある点 

【中学校 数学Ａ】 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【参考】関連過去問題 平成２６年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学Ａより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 関数の意味を理解することについて、課題が見られる。 

 正答率 

山口県 20.7％ 

全 国 20.6％ 

 

【正答】９ ①面積 ②縦の長さ 

【正答】９ ①料金 ②重量  正答率 

山口県 36.9％ 

全 国 35.8％ 

 



【中学校 数学Ｂ】 

 

 

 

 

１ (2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正答】１（2） 

（例）四角形ＡＢＣＤを点Ｂを回転の中心として、時計回りに１２０°

回転移動した図形は、四角形ＧＢＥＦに重なる。 

 

 正答率 

山口県 13.3％ 

全 国 14.0％ 

 

● ２つの図形の関係を回転移動に着目して捉え、数学的な表現を用いて説明する

ことについて、課題が見られる。 



２ 質問紙調査の結果 

（１）授業改善～児童生徒質問紙と学校質問紙との関連設問～ 

①授業の目標（めあて・ねらい）        

           

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業の中で目標（めあて・ねらい）を示すことについて、肯定的に回答した児童生徒の割合と計

画的に取り入れた学校の割合は、ともに全国に比べて高い。 

● 児童生徒と学校の回答状況を比較すると、肯定的な回答の割合の差が小さくなっており、特に中

学校においては大きく改善しているものの、小学校では依然として差がある。 

☞ 肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。引き続き、

児童生徒に目標が明確に伝わり、見通しをもって学習に臨むことができるよう、提示方法を工夫し

たり、目標の質を向上させたりするなど、計画的に取り組むことが必要である。 



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえ

ば、当てはまる」と回答した児童の

割合 

25 年度 ９９．７％ ８５．４％ １４．３ 

26 年度 ９９．６％ ８８．７％ １０．９ 

27 年度 ９９．７％ ９３．８％   ５．９ 

28 年度 １００．０％ ９４．０％   ６．０ 

29 年度 ９９．７％ ９４．１％   ５．６ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生

徒の割合 

25 年度 ９５．０％ ７４．４％ ２０．６ 

26 年度 ９８．７％ ８３．６％ １５．１ 

27 年度 １００．０％ ９４．７％   ５．３ 

28 年度 １００．０％ ９６．８％  ３．２ 

29 年度 １００．０％ ９７．５％   ２．５ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



②授業の振り返り          

         

 

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 授業の最後に学習内容を振り返る活動を行ったことについて、肯定的に回答した児童生徒の割

合と計画的に取り入れた学校の割合は、ともに全国に比べて高く、全ての中学校で行っている。 

● 児童生徒と学校の回答状況を比較すると、依然として開きがあり、そのように受け取っていな

い児童が１３．５％、生徒が１６．３％いる。 

☞ 小学校では、肯定的に回答した児童の方が、教科の平均正答率が高い傾向が見られる。一方、

中学校の生徒には、必ずしもその傾向が見られないことから、毎時間の授業を通じて、何が分か

ったか、何ができるようになったか等を整理するような、振り返りの活動を計画的に取り入れる

とともに、学習の振り返りの質の向上を図る必要がある。  



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえ

ば、当てはまる」と回答した児童の

割合 

25 年度 ９７．４％ ８１．０％  １６．４ 

26 年度 ９８．０％ ８８．９％    ９．１ 

27 年度 ９９．７％ ８４．１％  １５．６ 

28 年度 ９９．６％ ８７．０％  １２．６ 

29 年度 ９９．７％ ８６．２％  １３．５ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生

徒の割合 

25 年度 ９３．１％ ７３．４％ １９．７ 

26 年度 ９７．４％ ８４．５％ １２．９ 

27 年度 ９７．４％ ７２．０％ ２５．４ 

28 年度 １００．０％ ８１．２％ １８．８ 

29 年度 １００．０％ ８３．７％ １６．３ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



③ノートに目標（めあて・ねらい）とまとめを書く習慣     

           

   

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 授業で使うノートには、学習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書いたと思う児童生徒の割合

と、そのように指導した学校の割合は、全国に比べて高い。 

● 児童生徒と学校の回答状況を比較すると、依然として開きがある。また、小、中学校ともに学校

の割合は減少している。 

☞ 肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。また、児童

生徒の意識は向上していることから、引き続き、目標やまとめの記述が意識できるような働きかけ

や、効果的・機能的で、より質の高いノート指導を行っていくことが必要である。 



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえ

ば、当てはまる」と回答した児童の

割合 

27 年度 ９９．６％ ９２．７％ ６．９ 

28 年度 １００．０％ ９４．３％ ５．７ 

29 年度 ９９．６％ ９４．２％ ５．４ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生

徒の割合 

27 年度 ９７．４％ ８８．２％ ９．２ 

28 年度 ９９．３％ ９２．３％ ７．０ 

29 年度 ９８．７％ ９３．９％ ４．８ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



④学級やグループで話し合う活動        

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業では、学級の友達との間で話し合う活動を行ったと思う児童生徒の割合と、そのように考

えている学校の割合は、全国に比べて高く、中学校では１００％である。 

●  児童生徒と学校との回答状況を比較すると、中学校では学校、生徒の割合ともに増加傾向にあ

り、その差も縮まっているものの、小学校、中学校ともに依然として開きがある。 

☞ 肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。引き続き、

児童生徒に話し合いの目的や意図を明確にし、効果的な話し合い活動の場の設定に取り組むこと

が必要である。 



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえ

ば、当てはまる」と回答した児童の

割合 

25 年度 ９７．４％ ８１．０％ １６．４ 

26 年度 ９８．０％ ８８．９％  ９．１ 

27 年度 ９７．３％ ９０．４％   ６．９ 

28 年度 ９８．６％ ８８．２％ １０．４ 

29 年度 ９８．２％ ８８．８％   ９．４ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生

徒の割合 

25 年度 ９３．１％ ７３．４％ １９．７ 

26 年度 ９７．４％ ８４．５％ １２．９ 

27 年度 ９５．５％ ８６．２％   ９．３ 

28 年度 ９８．０％ ８７．０％ １１．０ 

29 年度 １００．０％ ９０．７％   ９．３ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



⑤話合いで自分の考えを深めたり広げたりする      

           

  

 

 

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができ

ていると思う児童生徒の割合は、全国に比べて高い。また、児童生徒ができていると考えている

学校の割合も全国に比べて高い。 

● 児童生徒と学校との回答状況を比較すると、肯定的な回答の割合の差は大きく、特に小学校の

差が大きい。 

☞  肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。引き続き、

話し合う内容を精査したり、話し合いにより自分の考えがどのように変わったかを子どもに自己

評価させたりすること等により、考えを広げ深める「対話的な学び」の実現ができているかとい

う視点で、授業改善を考えていく必要がある。 



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 
「そのとおりだと思う」・「どちら

かといえばそう思う」と回答した学

校の割合 

「そう思う」・「どちらかといえば、

そう思う」と回答した児童の割合 

26 年度 ７２．９％ ６９．４％ ３．５ 

27 年度 ７９．１％ ７０．１％ ９．０ 

28 年度 ８０．８％ ７２．８％ ８．０ 

29 年度 ８１．４％ ７０．７％ １０．７ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 
「そのとおりだと思う」・「どちら

かといえばそう思う」と回答した学

校の割合 

「そう思う」・「どちらかといえ

ば、そう思う」と回答した生徒の

割合 

26 年度 ７１．６％ ６９．４％ ２．２ 

27 年度 ８０．１％ ７０．７％ ９．４ 

28 年度 ７６．８％ ７３．０％ ３．８ 

29 年度 ８０．５％ ７３．８％ ６．７ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



⑥課題解決的な学習活動         

          

 

 

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 授業では、自分たちで課題を立てて、その解決に向けて情報を集め、話し合いながら整理して

発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思う児童生徒の割合と、そのような活動を行ったと

考えている学校の割合は、全国に比べて高い。 

●  中学校では、学校、生徒ともに肯定的な回答の割合は年々増加している一方で、小学校の児童

は、学校の回答に反して減少傾向にある。また、児童生徒と学校の回答状況を比較すると、肯定

的な回答の割合の差は、小学校、中学校ともに大きい。 

☞  肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。今後も、

新学習指導要領の趣旨を理解し、各教科等の特質に応じて、「主体的・対話的で深い学び」の実現

に向けた授業改善に積極的に取り組んでいく必要がある。 



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえ

ば、当てはまる」と回答した児童の

割合 

27 年度 ８７．２％ ７９．２％   ８．０ 

28 年度 ９３．４％ ８０．８％ １２．６ 

29 年度 ９２．２％ ７９．１％ １３．１ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生

徒の割合 

27 年度 ８０．８％ ７３．９％   ６．９ 

28 年度 ９０．８％ ７７．３％ １３．５ 

29 年度 ９４．０％ ８０．９％ １３．１ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



⑦課題に向き合う姿勢         

     

      

 

 

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 先生から示されたり、自分たちで立てたりした課題に対して、自ら考え、自分から取り組んで

いたと思う児童生徒の割合と、児童生徒が課題を理解して授業に取り組んだと考えている学校の

割合は、全国に比べて高い。 

● 児童生徒と学校の回答状況を比較すると、「そのとおりだと思う」学校の割合より、「当てはま

る」と思う児童生徒の割合の方が高いものの、肯定的な回答の合計の割合は、学校の方が高く、

課題の理解や取組に対する捉え方の違いがうかがえる。 

☞  肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。引き続き、

子どもたちが興味・関心をもち、見通しをもって取り組める、「主体的な学び」の実現に向け、課

題の設定の仕方や取組の充実に向けて工夫改善を行いながら、授業改善を行う必要がある。 



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 
「そのとおりだと思う」・「どちら

かといえばそう思う」と回答した学

校の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえ

ば、当てはまる」と回答した児童の

割合 

28 年度 ９４．８％ ８１．９％ １２．９ 

29 年度 ９３．０％ ８１．０％ １２．０ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 
「そのとおりだと思う」・「どちら

かといえばそう思う」と回答した学

校の割合 

「当てはまる」・「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生

徒の割合 

28 年度 ９４．１％ ８０．９％ １３．２ 

29 年度 ９２．６％ ８３．０％   ９．６ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



⑧子どもの発言や活動の時間の確保       

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分の考えを発表する機会が与えられていたと思うと回答した児童生徒の割合と、そのような

時間を確保して授業を進めた学校の割合は、全国に比べて高い。特に、中学校は学校、生徒とも

に増加傾向が見られる。 

● 児童生徒と学校の回答状況を比較すると、ほとんどの学校が指導を行ったと回答しているもの

の意識の差が見られ、特に小学校の児童と学校との意識の差は依然として大きい。 

☞  肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。今後も、

各教科等の特質に応じて、児童生徒が、発言や活動ができたと実感できるような場と時間をどの

ように取り入れるかを考えながら、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、言語活動を計画

的・継続的に充実させることが必要である。 



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえ

ば、当てはまる」と回答した児童の

割合 

25 年度 ９９．０％ ８４．０％ １５．０ 

26 年度 ９８．６％ ８７．８％ １０．８ 

27 年度 ９９．７％ ９０．９％ ８．８ 

28 年度 １００．０％ ８９．５％ １０．５ 

29 年度 ９９．３％ ８９．１％ １０．２ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生

徒の割合 

25 年度 ９５．６％ ８４．８％ １０．８ 

26 年度 ９９．４％ ８８．５％ １０．９ 

27 年度 ９９．４％ ９１．５％   ７．９ 

28 年度 ９９．３％ ９１．３％   ８．０ 

29 年度 ９９．３％ ９２．３％   ７．０ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）児童生徒質問紙 

① 家庭での生活習慣 

ア 平日のテレビ等の視聴時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 平日のテレビゲームの時間 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 平日１日当たり１時間以上テレビゲームをする児童生徒の割合は、全国に比べて低いものの、小

学校、中学校ともに過去５年で最も高く、児童より生徒の割合が高い。 

☞  テレビゲームに関する家庭のルール作りを推奨する等、引き続き、家庭との連携・協力を強めて

いく必要がある。 

● 平日１日当たり２時間以上テレビやビデオ・ＤＶＤを見たり、聞いたりすると回答した児童生徒

の割合は、年々減少しているが、小学校児童の割合は全国に比べて依然として高い。４時間以上テ

レビやビデオ・ＤＶＤを見たり、聞いたりする児童は１６．２％、生徒は１０．１％いる。 

☞  テレビ等の視聴時間に関する家庭のルール作りを推奨する等、引き続き、家庭との連携・協力を

強めていく必要がある。 



ウ 平日の携帯やスマートフォンでのインターネット利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 平日１日当たり１時間以上、携帯電話やスマートフォンで通話やメール、インターネットをする

児童生徒の割合は、全国に比べて低いものの、年々増加している。また、「もっていない」と回答

する児童生徒の割合は、年々減少している。 

☞  平日１日当たり携帯電話やスマートフォンで通話やメール、インターネットをする時間が少ない

ほど、教科の平均正答率が高い傾向が見られる。小学生は約６割、中学生は約８割の児童生徒が、

携帯電話やスマートフォンを利用していることから、使い方に関する家庭のルール作りを推奨する

等、引き続き、家庭との連携・協力を強めていく必要がある。 



エ 新聞を読んでいる 

 

 

 

 

 

 

 

            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［教科の正答率との関係］         

            

 

 

 

● 新聞をほとんど、または、全く読まないと回答した児童生徒の割合は、全国に比べて低いものの

増加しており、全く読まない中学校の生徒の割合は、小学校の児童の割合より多い。 

☞ 新聞をよく読んでいる児童生徒の方が、教科の平均正答率が高い傾向が見られることから、活字

に触れる、情報を選択する、社会の動きに関心をもつなど、新聞の効果を活用する取組や効果を家

庭と共有する必要がある。 



② 家庭での学習習慣       

ア 平日の学習時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［教科の正答率との関係］ 

   

  

● 学校の授業時間以外に、平日、１日当たりに１時間以上学習する児童生徒の割合は、増加傾向に

あるものの、２時間以上の割合は低い。全く勉強しないと回答した小学校の児童の割合は１．６％、

中学校の生徒の割合は２．８％である。 

☞ 平日に、一定時間以上、学習する児童生徒の方が、教科の平均正答率が高い傾向が見られる。今

後も引き続き、家庭との連携・協力を密にし、平日の限られた時間を工夫しながら家庭学習に取り

組む習慣を定着させていくとともに、学習する内容の質的向上を図る指導を行う必要がある。 



イ 休日の学習時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［教科の正答率との関係］         

           

   

  

● 学校の授業時間以外に、休日、１日当たりに１時間以上学習する児童生徒の割合は、増加傾向に

あるものの、２時間以上の割合は全国に比べて低い。全く勉強しない小学校の児童の割合は 

７．０％、中学校の生徒の割合は６．０％である。 

☞ 休日に、一定時間以上学習する児童生徒の方が、教科の平均正答率が高い傾向が見られることか

ら、今後も、家庭との連携・協力を密にし、休日の過ごし方等の情報交換を行うとともに、家庭学

習習慣の定着を図るとともに、学習する内容の質的向上を図る必要がある。 



ウ 自分で計画を立てて勉強している 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 平日の読書時間 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 家で、自分で計画を立てて勉強していると回答した児童生徒の割合は、全国に比べて高い。 

☞ 引き続き、学校で具体的な計画の立て方を示すことなどにより、見通しをもって学習する習慣の

確立を図ることが必要である。 

● 平日に読書をする小学校の児童の割合は、年々減少しており、全国と比べても低い。全く読書を

しない小学校の児童の割合は１９．９％、生徒の割合は２９．５％である。 

☞ 学校の朝読書の時間などを活用し、活字に触れ、読書の楽しさを味わわせる取組の工夫を行うと

ともに、家庭と情報共有し、連携して読書習慣の確立を図る必要がある。 



③ 地域との関わり 

ア 地域や社会の出来事に関心がある 

 

 

 

 

 

 

            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地域や社会の出来事に関心があると回答した児童生徒の割合は、全国に比べて高い。 

☞  地域や社会で起こっている出来事に関心があると肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科

の平均正答率が高い傾向が見られる。今後も、コミュニティ・スクールの仕組み等を活用して、地

域を身近に感じ、様々な出来事に関心をもたせるよう、地域とのつながりを大切にした指導の充実

が求められる。 



イ 地域行事への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 地域でのボランティア活動への参加 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地域社会などでボランティア活動に参加したことがあると回答した児童生徒の割合は、全国に比

べて高い。 

☞  コミュニティ・スクールの仕組み等を活用して、地域とのつながりを大切にし、地域貢献の意識

を高める指導の充実が求められる。 

○ 今住んでいる地域の行事に参加していると回答した児童生徒の割合は、全国に比べて高い。 

☞  コミュニティ・スクールの仕組み等を活用して、地域にどのような行事があるかを伝えるなど、

今後も地域とのつながりを大切にし、地域の活性化を図る指導の充実が求められる。 



エ 授業等で地域のことを調べたり地域の人と関わったりする機会 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

○ 授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の人と関わったりする機会があったと回答した

児童生徒の割合は、全国に比べて高い。 

☞  地域のことを調べたり、地域の人と関わったりする機会があったと肯定的に回答した小学校の

児童の方が、全ての教科の平均正答率が高い。一方で、中学校の生徒には、必ずしもその傾向が

見られない。今後、コミュニティ・スクールの仕組み等を活用して、地域のもの・人とのつなが

りを大切にし、地域とともにある学校づくりを推進していくとともに、「何を学ぶか」を明確にし

た上で、地域の人的・物的資源等を活用しながら「社会に開かれた教育課程」の実現を目指す必

要がある。 



④ 子どもたちの意識 

ア 自分にはよいところがある 

 

 

 

 

 

 

 

            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分にはよいところがあると思うと回答した児童生徒の割合は、全国に比べると高い。 

● 一方で、肯定的な回答をしなかった小学校の児童の割合は２０．３％、中学校の生徒の割合は

２５．８％であり、依然として高い割合である。 

☞  肯定的に回答した小学校の児童の方が、教科の平均正答率が高い傾向がある。一方で、中学校

の生徒には必ずしもその傾向は見られない。今後、教員や保護者、地域住民等の多様な大人たち

とのかかわりにより、子どもたち一人ひとりのよさを具体的に認めたり、適切に評価したりする

指導や場の一層の充実により、子どもが自己存在感を感じられるようになるとともに、全ての教

科等において「学びに向かう力・人間性」の涵養に資することが望まれる。 



イ いじめは絶対にいけない 

 

 

 

 

 

 

 

            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 人の役に立つ人間になりたい 

 

 

 

 

 

 

           

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ いじめはどんな理由があってもいけないことだと思うと回答した児童生徒の割合は、全国に比べ

て高い。 

● 一方で、「当てはまる」と回答した児童生徒は減少しており、「当てはまらない」と回答した小学

校の児童の割合は０．９％、中学校の生徒の割合は１．４％である。 

☞ 全ての児童生徒が、いじめはどんな理由があってもいけないという認識をもつことが重要である

ことから、今後も、道徳教育の充実をはじめ、心の教育の推進を継続して図る必要がある。 

● 人の役に立つ人間になりたいと思うと回答している児童生徒の割合は、全国と比べて高いもの

の、いずれも昨年度より減少し 中学校の生徒の割合は減少傾向が見られる。肯定的な回答をしな

かった小学校の児童の割合は６．１％、中学校の生徒の割合は５．４％である。 

☞ 今後、道徳科の授業改善や様々な体験活動の充実をはじめ、コミュニティ・スクールの仕組み等

を活用しながら、児童生徒の自己有用感を高める指導の充実を図る必要がある。  



エ 将来の夢や目標をもっている 

 

 

 

 

 

 

 

            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 外国への興味 

 

 

 

 

 

 

            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 将来の夢や目標を持っていると回答している児童生徒の割合は、全国に比べて高いものの、中学

校の生徒の割合は減少傾向が見られる。肯定的な回答をしなかった小学校の児童の割合は１２．０％、

中学校の生徒の割合は２６．６％である。 

☞ 本県のめざす「やまぐちっ子のすがた」である「高い志をもち、未来に向かって挑戦し続ける人」

を育てるために、今後も、キャリア教育の一層の充実を図ることが必要である。 

● 将来、外国に留学したり、国際的な仕事に就いたりしてみたいと回答している児童生徒の割合は、

全国に比べて低い。肯定的な回答をしなかった小学校の児童の割合は６９．４％、中学校の生徒の

割合は７３．６％である。 

☞ 郷土への愛着や誇りを一層高めていくためにも、より広いグローバルな視点で、社会に関わって

いこうとする意識の醸成を図ることが必要である。 



⑤ 学校での活動 

ア 自分とは異なる意見や少数意見を尊重 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ みんなで協力してやり遂げ、うれしかった 

 

 

 

 

            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 話し合い活動で、自分とは異なる意見や少数意見のよさを生かしたり、折り合いをつけたりして

話し合い、意見をまとめていると回答した児童生徒の割合は、全国に比べて高いものの、昨年度の

肯定的な回答より減少している。 

☞  話し合い活動の経験を重ねることで、話し合うことのよさや相手の意見を尊重する意識が養われ

ると考えられることから、今後も、発達の段階に応じて、全ての学年の児童生徒が活発に意見を交

わせる話し合いの場の設定と学級風土の醸成に取り組むことが必要である。 

○ 学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがあると回答した児童生徒の割合は、

全国に比べて高い。 

☞  引き続き、計画的・意図的に協働的な活動場面を設定するなどの工夫をするとともに、児童生徒

が成就感や連帯感を得られるための指導が必要である。 



ウ 先生は分かるまで教えてくれる 

 

 

 

 

 

 

            

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 先生は間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで教えてくれると回答した

児童生徒の割合は、全国に比べて高い。 

☞  肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。引き続き、

子どもたち一人ひとりに対するきめ細かな指導を充実させ、教員の指導に対する信頼を高めていく

ことが必要である。 



エ 学校の部活動への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学校の部活動に参加している生徒の割合は、全国と比べて高く、特に運動部への参加の割合が高

い。また、平日の部活動の時間は、８割以上が１時間以上３時間未満である。 

☞  学校の部活動に参加している生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。また、

平日の部活動時間が、１時間以上２時間未満と回答した生徒が、全ての教科の平均正答率が高い傾

向が見られる。今後も、部活動の意義が十分発揮されるような適切な部活動運営に留意するととも

に、生徒のバランスのとれた生活と成長を確保するなどの配慮が必要である。 



（３）学校質問紙 

① 研修体制 

ア 学校全体の学力傾向や課題を全教職員で共有 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 授業研究を伴う校内研修の実施回数 

 

           

     

 

 

 

  

○ 授業研究を伴う校内研修の年間実施回数は、全国に比べて多く、７割以上の小、中学校が１５回

以上実施している。 

☞ 今後も、学力向上推進リーダー・推進教員を効果的に活用したり、互見授業やユニット型研修を

積極的に実施したりするなど、校内研修が活性化され、日常的な授業改善が図られることが必要で

ある。 

☞    

○ 学校全体の学力傾向や課題について、全教職員の間でよく共有している学校の割合は高く、中学

校は１００％である。 

☞  引き続き、学力傾向や課題を全教職員で共有し、課題解決に向けた組織的な取組が、学校全体で

継続的に行われることが必要である。 



ウ 全国調査と県調査を併せて分析し指導の改善に反映 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［教科の正答率との関係］   

 

 

 

  

○ 全国学力・学習状況調査と山口県学力定着状況確認問題の結果を併せて分析し、指導の改善や指

導計画への反映を行った学校の割合は、全国に比べて高い。 

☞ 中学校では肯定的に回答した学校の方が、教科の平均正答率が高い傾向があるものの、小学校の

相関は見られない。教科の特質や児童生徒の学力傾向を踏まえながら、年間２回の検証改善サイク

ルの質を高める工夫が必要である。 

☞    



エ 子ども同士が考え話し合う道徳の時間 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

［児童生徒質問紙との関係］ 

 

 

○ 道徳の時間において、児童生徒自らが考え、話し合う指導を行った学校の割合は、全国に比べ

て高い。 

● 道徳の時間に自分の考えを深めたり、話し合ったりする活動に取り組んでいたと回答した児童

生徒の割合は、全国に比べて高いものの、学校の回答との差が見られる。 

☞ 今後も「考え、議論する道徳」への転換を目指し、子どもたちが自分の考えをもとに表現・交

流し、その考えを広げ深められる場の設定を行うなどにより、自分を見つめ直すことのできる道

徳科の授業づくりを進めていく必要がある。 



② カリキュラム・マネジメント 

ア 各教科等の内容を、横断的な視点で、組織的に配列した指導計画 

 

            

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 子どもの姿や地域に関するデータに基づいたＰＤＣＡサイクルの確立 

 

           

     

 

 

 

 

  

○ 児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データに基づき、教育課程を編成し、実施し、

評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立している学校の割合は、全国に比べて高い。 

☞ 今後も、コミュニティ・スクールの仕組み等を活用しながら、校長を中心に、全教職員が、児童

生徒の姿や地域の実状等と指導内容を関連付けながら、効果的な年間指導計画等の在り方につい

て、校内研修等を通じて研究を重ねるとともに、改善を図るＰＤＣＡサイクルを充実させていくこ

とが必要である。 

○ 指導計画の作成に当たって、各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえ

た横断的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列している学校の割合は、全

国に比べて高い。 

☞ 今後も、校長を中心に、全教職員が「カリキュラム・マネジメント」の必要性を理解し、日々の

授業等についても教育課程全体の中での位置付けを意識しながら取り組むことが必要である。 



ウ 地域等の外部資源を含めた人的・物的資源を活用して指導計画を作成 

            

 

 

     

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指導計画の作成に当たって、教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部

の資源を含めて活用しながら効果的に組み合わせている学校の割合は、全国に比べて高い。 

☞ 教科の正答率との相関は見られないものの、新学習指導要領の趣旨の実現に向け、コミュニテ

ィ・スクールの仕組み等を活用しながら、地域人材等の外部資源を効果的に組み合わせる「カリキ

ュラム・マネジメント」が求められる。 



③ 子どもに対する評価 

ア 積極的な評価の実施 

 

           

     

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙との関係］   

 

 

 

 

 

 

○ 学校生活の中で、児童生徒一人ひとりのよい点や可能性を見付け、伝えるなど積極的に評価した

と回答した学校の割合は、全国と比べて高い。また、「先生が良いところを認めてくれる」と思う

児童生徒の割合も、全国に比べて高く、年々増加している。 

☞ 今後も、学校生活の様々な場面で、児童生徒に具体的かつ肯定的な評価を行っていき、子どもた

ちの自己肯定感を高めていく必要がある。 



④ 自主学習の充実 

ア 家庭での学習方法等の具体的な説明 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 補充学習 

ア 放課後の補充学習の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 家庭学習の取組として、児童生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えた学校の割合

は、全国に比べて高い。 

☞ 家庭での学習習慣の定着や効果的な学習を進めるためにも、家庭での学習方法や内容についての

具体的な指導を行う場や時間の設定、提出された家庭学習の適切な評価、理解できるまでの丁寧な

指導など、児童生徒が意欲的に家庭学習に臨める工夫をする必要がある。また、家庭との連携によ

り、学校と家庭の双方で、子どもの学習を支えていく体制を整えていく必要がある。 

● 放課後を利用した補充的な学習サポートを実施していない小学校の割合は、減少傾向にあるもの

の、全国に比べて高い。 

☞  放課後に限らず、各学校の実情に応じて、朝や休み時間等も利用しながら、児童生徒の学力状況

に応じた補充学習の充実を図っていく必要がある。 



⑥ 小中連携 

ア 全国学力・学習状況調査の結果の共有 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 教育課程に関する共通の取組の実施 

 

           

     

 

 

 

 

○ 近隣等の小・中学校と、教科の教育課程の接続や、教科に関する共通の目標設定など、教育課程

に関する共通の取組を行った学校の割合は、全国に比べて高い。 

☞ 今後も、小中合同研修会等の機会を活用し、小中連携カリキュラムを作成・修正すること等によ

り、小・中学校で育てたい子ども像を共有し、学習内容のつながりを意識した取組を推進する必要

がある。 

○ 全国学力・学習状況調査の分析結果について、近隣等の小・中学校と成果や課題を共有した学校

の割合は、全国に比べて高い。 

☞ 今後も、各中学校区で、児童生徒の学力状況について具体的な情報を共有することで、小・中学

校のつながりを意識し、９年間で児童生徒を育てていく体制を充実させる必要がある。 



⑦ 地域との連携 

ア 全国調査の結果を公表 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 地域人材を外部講師として招聘した授業の実施 

 

           

     

 

 

 

  

○ 地域人材を外部講師として招聘した授業を実施した学校の割合は、全国と比べて高く、年々増加

している。 

☞  キャリア教育の視点からも、今後もコミュニティ・スクールの仕組みを活用すること等により、

様々な分野における地域人材の発掘と効果的な活用を図っていく必要がある。 

○ 全国学力・学習状況調査の自校の結果について、保護者や地域に対して公表や説明を行った学校
の割合は、全国に比べて高い。 

☞ 今後も、コミュニティ・スクールの仕組みを活用すること等により、子どもたちの学力状況を保
護者や地域と共通理解し、成果と課題を踏まえた上で、学校教育を通じて育む資質・能力について、
認識を共有する必要がある。 



ウ 学校支援ボランティアの仕組みによる教育活動への参加 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ ボランティア等による授業サポート 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ボランティア等による授業サポート（補助）を行った学校の割合は、全国と比べて高く、年々増

加している。 

☞  子どもたちに対するきめ細かな支援を行い、地域全体で子どもを支える体制を整えるために、今

後も、コミュニティ・スクールの仕組みを活用すること等により、保護者や地域の人の参画意識を

高める働きかけをするなど、地域人材の効果的な活用を図っていく必要がある。 

○ 学校支援ボランティアの仕組みにより、保護者や地域の人が学校における教育活動や様々な活動

に参加してくれると答えた学校の割合は、全国に比べて高く、小・中学校ともに年々増加している。 

☞ 保護者や地域の人の学校への参画意識が高まっている。今後も、コミュニティ・スクールの仕組

みを活用すること等により、学校と保護者、地域の連携・協働を進めていく必要がある。 



⑧ 教育施設の活用 

ア 博物館や科学館、図書館の授業での活用 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 博物館や科学館、図書館を利用した授業を行った学校の割合は、増加傾向にあり、全国に比べて
高い。 

☞ 今後も、博物館や科学館を利用して自然科学に興味をもたせたり、図書館を利用して、幅広い分
野の書物に触れ、調べ活動をさせたりする授業を展開する必要がある。 



学力向上に向けた今後の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果等から明らかとなった成果と課題を踏まえ、各学校の課題解決に向けた取組が具体化され、

適切な実施が図られるよう、各学校、市町教委、県教委の連携を一層強化するとともに、「やまぐち型地

域連携教育」の仕組みを生かした、学校・家庭・地域との連携・協働を基盤とした４つの重点取組事項

を柱に、子どもたち一人ひとりの確かな学力の定着・向上に向けた取組に、引き続き全力で取り組む。 

わかる喜び できる楽しさ 学び続けるやまぐちっ子      

～高めよう授業力 育てよう学習力～         

山口県学力向上   

キャッチフレーズ 

 

① 学校の組織的な取組 

 ○全国学力・学習状況調査、山口県学力状況確認問題を活用した年２回の検証改善サイクルに基づく取組の充実 

・学力分析支援ツールや「学力向上支援資料」等の活用による学校の具体的な成果と課題の表出・焦点化 

・課題解決に向けた「学力向上プラン」の見直し、全校体制での具体的な取組の充実 等 

 ○コミュニティ・スクール等の仕組みを活用したユニット型研修や授業評価の積極的な実施 

② 指導方法の工夫改善 

○日常的な授業改善の推進と授業力向上に向けた校内研修の活性化 

・「授業づくりと評価の手引き【改訂版】」等の指導資料の活用 

・学力向上推進リーダー等の効果的な活用による、各学校の課題に応じた具体的な授業改善（基

礎的・基本的な知識・技能の定着、数学的な表現力の育成等） 

 ○各種研修会への積極的な参加と、研修成果の共有・活用 

 ○「やまぐち学習支援プログラム」の効果的な活用 

③ 学習環境の整備 

 ○学習規律（きまり、けじめ、規範意識）の確立・徹底 

○学びを促す学習環境づくり（教室環境や学校図書館の整備、教材教具の整備等）の推進 

○地域人材を活用した学習支援体制づくり 

○小中の合同研修会や相互乗り入れ指導による各教科の専門性の向上など、校種間連携の取組の充実 

④ 学習習慣の確立 

○一人ひとりの課題に応じた補充学習の実施 

・「やまぐちっ子学習プリント」等の活用 

○児童生徒が計画的に家庭学習や自主学習を進めるための指導と評価の充実 

○家庭や地域との連携・協働に向けた積極的な情報発信 

・全国学力・学習状況調査と県学力定着状況確認問題の結果や取組方策について情報提供 

・学力分析支援ツール個人票を活用した家庭との児童生徒の学力状況の共有 

・コミュニティ・スクール等の仕組みを活用した、学力向上をテーマとした熟議の実施や学習支援体制の整備 

 

☆ 生活・学習習慣の確立 

 ○規則正しい生活リズムの定着 

 ○携帯電話・スマートフォンの利用、テレビの視聴、ゲーム等に関する家庭のルールづくり 

 ○計画を立てて、決めた時間・場所で勉強するなど、家庭学習の習慣化 

 ○「やまぐちっ子学習プリント」「みんなでチャレンジ学習プリント」の活用 

☆ 学校との連携 

 ○子どもの学習の様子等についての積極的な相談や情報共有 

 ○授業参観や授業評価、懇談会等への積極的な参加 

 ○学力分析支援ツールの個人票をもとにした子どもの学力傾向の把握と家庭学習の充実 

○コミュニティ・スクール等の仕組みを活用した学習支援ボランティアなどへの積極的な参加 

 学  校  

家庭・地域 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 学校の組織的な取組 

 ○年２回の検証改善サイクルを活用した取組の充実支援 

   ・学力分析支援ツールの活用による学校ごとのきめ細かな分析と課題解決に向けた具体的な取組支援 

 ○各研究指定校の取組支援 

 ○県教委との合同研修会等での、数学的な思考力・表現力の育成等、本県の学力課題の共有と、

改善に向けた施策や各学校の課題解決に向けた具体的な支援方法等の共通理解 

○指導主事の学校担当制による継続的・効果的な学校訪問による各学校に応じた組織的な取組の支援 

○課題解決に向けた「学力向上プラン」の改善、各学校の課題に応じた研修の実施等への支援の充実 

② 指導方法の工夫改善 

○校内研修での指導助言などによる、各学校の学力課題の解決に応じた指導方法・内容の改善及

び教員の授業力向上の支援 

○学力向上推進リーダー等の効果的な活用（各学校の課題解決に向けた授業改善の指導の充実） 

○先進校の取組や優れた授業実践事例等の情報収集・提供 

③ 学習環境の整備 

 ○各学校の課題解決に向けた加配教員等の取組の進行管理 

○調査結果をもとにした学びを促す学習環境づくりの推進 

 ○教育課程の円滑な接続や各教科等の専門性の向上に向けた校種間連携の具体的な取組支援 

④ 学習習慣の確立 

○生活リズムの定着や家庭学習の習慣化等に向けた保護者への啓発 

○コミュニティ・スクール等における学力に関する情報提供や取組の協議、地域人材による学習

支援等の各学校の取組支援 

市町教委 

 

① 学校の組織的な取組 

 ○年２回の検証改善サイクルを活用した取組の充実推進 

  ・学力定着状況確認問題の一斉実施 

   ・学力分析支援ツールの活用によるきめ細かな分析と課題解決に向けた取組支援 

    ・調査結果から把握した成果や課題、今後の取組等についての情報提供 

○国・県研究指定校の取組支援と成果の普及 

○市町教委との合同研修会による施策や学校の取組等の共通理解と情報交換 

○学校の課題に応じ、市町教委と連携した重点的・継続的な学校訪問と取組支援 

○コミュニティ・スクール等の仕組みを活用した組織的な学力向上体制の整備促進と効果的な事

例の積極的な普及 

② 指導方法の工夫改善 

○「やまぐち学習支援プログラム」の活用促進 

○各種研修会の充実による、キャリアステージや教科の専門性等に応じた教員の指導力向上支援 

○「授業づくりと評価の手引き【改訂版】」等の指導資料を活用した日常的な授業改善の取組推進 

○市町教委指導主事や学力向上推進リーダー等との情報共有と、各学校の課題解決に向けた支援 

○「学力向上だより」等による調査結果の分析や学力向上に向けた取組等の情報提供 

③ 学習環境の整備 

○全小・中学校の３５人学級化の継続及び学校の実情に応じた課題解決型の少人数指導の一層の充実 

○調査結果をもとにした学びを促す学習環境づくりの推進 

 ○教育課程の円滑な接続や各教科等の専門性の向上に向けた校種間連携に係る学校・市町教委の取組の支援 

④ 学習習慣の確立 

○新学習指導要領の趣旨に沿った「やまぐちっ子学習プリント」への改訂・整備と活用促進 

○学力分析支援ツール個人票の提供による学校と家庭との情報共有の支援 

○生活リズムの定着や家庭学習の習慣化等のため、広報誌やWEBページによる保護者への啓発 

 

☆ 「やまぐち型地域連携教育」の仕組み等を活用した地域ぐるみでの学力向上の取組の促進 

☆ 「学力向上推進フォーラム」の開催を通した社会総がかりによる学力向上の気運醸成 

県教委 




